
 

令和７ 年度 第１ 回 静岡市図書館協議会 

                  

日時  令和７ 年８ 月８ 日( 金)  

1 0 時 0 0 分～1 2 時 0 0 分 

                 会場  静岡市立中央図書館２ 階ホール                  

次 第 

 

１  開  会 

２  教育局次長挨拶 

3  令和７ 年度図書館職員紹介 

４  議  題 

 （ １ ） 令和６ 年度事業報告 

 （ ２ ） 令和７ 年度事業計画 

 （ ３ ） その他 

５  事務連絡 

６  閉  会 

 



        令和７年度 静岡市図書館協議会委員名簿  令和７年８月８日現在 

≪五十音順≫ 

協 議 会 の 名 称 静 岡 市 図 書 館 協 議 会 

根 拠 法 令 等 図書館法第 1 4 条第 1 項・静岡市図書館条例第 1 2 条 
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ふ り が な

   区     分 委 嘱 年 月 日 備 考 
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な か

 元
はじめ

 学識経験者 R5 .9 .1  欠席 

2  副会長 豊田
と よ だ

 高広
たかひろ

 学識経験者 R5 .9 .1   

3  委 員 伊澤
い ざ わ
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か と う

 道子
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5  委 員 清
せい

 尚子
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 社会教育関係者 R5 .9 .1   

6  委 員 宗
そう

野
の

 吉
よし

利
とし

 市民委員 R5 .9 .1   

7  委 員 千頭
ち ず

和
わ

 達男
た つ お

 社会教育関係者 R5 .9 .1   

8  委 員 堀川
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 仁
ひとし

 市民委員 R5 .9 .1   

9  委 員 宮城島
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 学校教育関係者 R7 .４ .1   
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 社会教育関係者 R5 .9 .1   
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※ 令和６年度 御幸町図書館 開館 20 周年記念事業 報道実績 （新聞&DIGITAL 4 回、テレビ 1 回） 

① 静岡新聞& DIGITAL 掲載（５/３） 「ライトさんをさがせ！（３/22～５/３開催）」 

② 静岡新聞& DIGITAL 掲載（８/16） 「歴史博物館コラボ 夏休みクイズラリー（７/20～８/31 開催）」 

③ 静岡新聞& DIGITAL 掲載（８/28） 「YA ガチャ本～GACHA-HON～（８/１～31 開催）」 

④ 静岡新聞& DIGITAL 掲載（９/26） 「多言語フェス（９/23 開催）」 

⑤ 静岡あさひテレビニュース放送（９/25） 「おまちの歴史を知る講座（９/25 開催）」 

(⑥)静岡第一テレビ（1/13） 「歴史博物館コラボ 歴史博物館で読み聞かせ（1/13 開催）」)  

 

 

 

 

 

 

静岡市職員用名札（9/1～26） 

御幸町図書館開館 20 周年記念エンブレム ※ 図書館「X」22,000 回以上閲覧 

① イベント 

資料１ 
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② 講座 
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歴史博物館コラボ「郷土資料特別展示」（例） 

開館 20 周年記念「缶バッチ」 

(イベント参加者へ配布) 

 
③ その他 



令和７年度新規事業 

① 藁科図書館 S 型デイサービス等への市政出前講座の実施 

服織、藁科地域住民、図書館や生涯学習センターの利用者の高齢化が進んでいる。 

山間部在住の高齢利用者へのサービスとして開始。 

市政出前講座のシステムを利用し、依頼を受ける。 

約 3 0 分で絵本や紙芝居の読み聞かせ。落語絵本や昔話を中心に選定。 

７月末現在、３か所（ ＋同様の自治会活動グループ１か所） からの依頼あり。 

 

※S 型デイサービス（地域ミ ニデイサービス）とは 

家で過ごすことが多くなりがちな高齢者を対象とし、公民館や自治会館など自宅近くの場所で月２

回程度開催される。地区社会福祉協議会の役員やボランティアが運営。 

心身の健康維持を目的とする活動で、歌やレクリエーション、体操などを行いながら同じ地域に住む

高齢者同士が楽しく語り合えることも魅力。 

２０２４年６月現在、静岡市内２６７会場（葵区７３，駿河区６５，清水区１２９）で実施。 

うち、服織地区、服織西地区、中藁科地区に９会場。 

 

 

 

 

 

 

 

② 蒲原図書館高齢者福祉施設を対象とした配本事業 

（ 現状）  

  これまで団体貸出の利用登録をしている高齢者福祉施設２施設について、実質的な利用が

皆無であったため、施設に対して利用を薦めたところ、資料の選書、運搬等諸手続きを施設スタ

ッフが担うことが困難な状況であることが確認できた。 

（ 目的）  

   高齢者の生きがいや健康、生涯にわたる学びを手助けする意味でも読書の機会を創出する

ことは重要と考え、図書館が選書や運搬を手助けすることで利用の促進を図ることとした。 

（ 実施方法）  

    図書館員が３０冊程度を選書し、貸出処理をしたうえで公用車にて運搬。 

資料 2 -1  



    第１回目を７月に実施。概ね 3 ヶ月サイクルで次回は 1 0 月を予定している。 

    施設には図書館用の書棚の設置を依頼し、回収と同時に新しい資料と交換する。 

    資料の利用は施設内とするなどのルールを設けた。 

 さらにリクエストカードを作成し、借りたいジャンルの希望や感想を記入してもらい、次回の参

考とする。 

 

③ 北部図書館 夏休み図書館資料活用企画「教科を強化セット」  

小学生・中学生・高校生対象 教科ごと３冊セット 

 

 

 

 

 



【 南部図書館】 令和７ 年度 新規事業（ 福祉サービ ス の拡充、 読書バリ ア フ リ ーの推進）  

① 「 認知症サポータ ー養成講座」 の継続実施 

   職員向け「 認知症サポータ ー養成講座」 を 開催。（ ６ 月 2 5 日開催： 全館の新職員等 1 7 名参

加： 令和５ 年以降延べ 6 9 名参加） 南部図書館の職員全員が「 認知症サポータ ー」 と し て認知

症に関する 知識や適切な対応方法を 学び、 日頃の窓口応対に活かし ている 。  

 

 

 

 

 

 

 

② 『 南部図書館 福祉サービ ス ガイ ド 』 の作成、 発行（ 令和７ 年６ 月発行）  

館内の福祉サービ ス を わかり やすい日本語を 使い、 作成。 ウ ェ ブサイ ト で常時閲覧可能。  

「 認知症にやさ し い図書館のオレ ン ジの棚」 に配布用を 設置し 、利用者に手に取っ てご 覧いた

だいている ほか、 地域にあ る「 大里高松地域包括支援セン タ ー」 職員が高齢者宅訪問時に持参

し 、 介護予防の観点から 図書館利用を PR し ていただく など 活用の幅が広がっ ている 。  

  ③「 図書館ボラ ン ティ ア 体験を 通し たひき こ も り 自立支援事業」 への協力（ 令和７ 年６ 月開始）  

「 静岡市ひき こ も り 地域支援セン タ ーDa nDa n し ずおか」 の職員が図書館ボラ ン ティ ア に登録 

し 、当事者を サポート し ながら 図書館資料の棚への配架や整理を 行う こ と で、自立支援へと つな

げる 、 と いう 「 Da nDa n し ずおか」 の事業に協力。 令和６ 年に施行さ れた「 孤独・ 孤立対策推進

法」 の「 孤独・ 孤立に悩む人を 誰ひと り 取り 残さ ない社会」「 相互に支え合い、 人と 人と の「 つ

ながり 」 が生ま れる 社会」 を 目指す目的があ る 。 図書館が安心・ 安全な居場所のひと つと なり 、

自立へと つながる き っ かけと なる 場所、 成長を 実感でき る 場所と なっ ている 。  

  ④「 し ずおかし 電子図書館を つかっ て「 みんな de 音読タ イ ム 」 の開始（ 令和７ 年８ 月実施）  

８ 月７ 日開催「 ぷら っ と 図書館 in 南部図書館」 で実施。 南部ひびき の会協力のも と 、 ス ク リ  

ーン と 各自のス マホ で電子図書館内「 青空文庫」 の作品を 検索し 画面表示、 紙でも 配布し 、  

参加者全員で短い作品を 音読。 図書館利用促進と 健康増進を 兼ねた内容で好評を 得た。  

・ 今後の読書バリ ア フ リ ーに関する 新規事業 

⑤ピ ク ト グ ラ ム を 使用し た、 誰にでも わかり やすい「 書架サイ ン 」 の作成 

⑥オレ ン ジの棚に隣接し た「 いき いき シニア コ ーナー（ 仮）」 の新設 

⑦市主催の認知症イ ベン ト に出展し 図書館を PR（ 1 1 月を 予定、「 地域包括ケ ア 推進課」と の連携）  

★そのほかの新規事業 

・ 静岡市駿河区保護司会と の連携。「 社会を 明る く する 運動」 期間の図書の展示（ ７ /１ ～７ /3 1 ） 

 ７ 月１ 日の開会の式典での図書館利用 PR 及び街頭キ ャ ン ペーン （ 啓発活動） への参加協力。  

・ 新規利用者増へむけて「 南部図書館へ Go！」 のチラ シ作成と 近隣施設（ 駿河区役所等） へ配布。  
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図書館イ ベン ト 「 ぷら っ と 図書館」 の実施について（ 報告）  

 

１  イ ベン ト 概要 

（ １ ） 目的  図書館利用者の増加につながる 新たな取組と し て、「 館内で会話 OK」 の日を 設け、

誰でも 気兼ねなく 図書館を 利用し ていただく 機会と する 。  

（ ２ ） 内容  「 会話可」、「 飲み物可」 と し 、 併せて音を 伴う イ ベン ト （ 朗読会、 おはなし 会、 ミ

ニ音楽会等） を 行い、 会話し やすい環境を 整える 。 一方で、 事前に利用者に対し 当日

は館内がにぎ やかになる こ と を 周知し 、 サイ レ ン ト ルーム の設置も 検討する 。  

※各館で行う イ ベン ト 内容は別紙１ のと おり  

（ ３ ） 実施日 第１ 弾 令和７ 年７ 月 2 0 日( 日)  中央ほか６ 館 

第２ 弾 令和７ 年７ 月 2 7 日( 日)  御幸町ほか４ 館 

第３ 弾 令和７ 年８ 月７ 日( 木)    南部、 長田 

（ ４ ） 備考 

①ア ン ケ ート を 実施し 、 館内が賑やかになる こ と について利用者の意向を 確認する 。  

②既に児童コ ーナーにおいて、 おはなし 会の開催に併せにぎ やかになっ ても 気兼ねなく 過ご せ 

る 時間帯「 コ アラ タ イ ム 」 を 各館で毎週１ 回設けており 、 今回は、 時間帯（ 終日） や対象（ 基 

本フ ロ ア全体） を 拡大し て行う も のと なる 。      

 

２  実施報告 

（ １ ）  中央図書館の実施状況 

① 来館者数 1 ,5 1 8 人（ 令和６ 年度同月同曜日平均来館者数 1 ,2 9 7 人の 1 1 7 ％）  

イ ベン ト 参加者数  

弦楽ア ン サン ブル 7 7 人 

中央ひびき の会によ る 大人の朗読会 1 2 人 

音楽あ り ！？体操あ り ！？ 

楽し いお話会の世界へよ う こ そ！ 
6 4 人 

ぬり え であ そぼう ！ 8 1 人 

城北公園 d e 移動図書館 2 0 5 人 

日本茶イ ン ス ト ラ ク タ ーによ る 呈茶

サービ ス  
2 0 0 人 
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（ ２ ） 全館のアン ケ ート 結果（ 令和７ 年８ 月５ 日時点）  

ア ） ぷら っ と 図書館について（ シール式回答数： 4 0 3 人）  

 

 回答数 割合 

と ても よ かっ た 3 3 6  8 3 .4 ％ 

よ かっ た 6 2  1 5 .4 ％ 

あ ま り よ く なかっ た 2  0 .5 ％ 

よ く なかっ た 3  0 .7 %  

  ほか記述式回答（ 回答数： 4 8 人）  

・ 夏休み感があ っ てと ても いい。・ 子供が楽し んで参加でき た。・ ま た参加し たい。  

・ 友達と 話し ながら 勉強ができ てよ かっ た。  

  ・ 大人のための絵本の読み聞かせ企画はも っ と 多い方がいい。  

  ・ と ても いいと 思っ た。 普段人が少ない場所がにぎ やかで人がいて、 いつも 通っ ている 身と し  

てう れし かっ た。 他 4 1 件 

  ・ う る さ い。  

イ ）『 図書館内に会話可能な日・ 時間・ 場所ができ る 』 こ と について（ シール式回答数： 5 0 5

人）  

 回答数 割合 

と ても よ い 

【 定期的に行っ てほし い】  
3 0 3  6 0 .0 %  

よ い 

【 時々は・ 場所を 区切れば行っ て

も よ い】  

1 3 2  2 6 .1 %  

あ ま り よ く ない 

【 特別なイ ベン ト 以外では静寂が

よ い】  

3 5  6 .9 %  

よ く ない 

【 いつも ・ ど こ でも 静寂がよ い】  
3 5  6 .9 %  

ほか記述式回答（ 回答数： 1 1 人）  

・ と ても よ かっ た。・ 子ど も 連れだと ど う し ても 静かにでき ないので、 会話可能なス ペース を 他の

利用者にも 理解し てほし い。・ 子供の声を あ ま り 気にし なく てよ いので良かっ た。 他６ 件 

・ 他の入館者に迷惑が掛から ない場所であ れば。・ 図書館で音楽を 流すなど も っ てのほか。  

 

３  課題及び今後の対応 

  図書館内に会話可能な日・ 時間・ 場所ができ る こ と について、「 と ても よ い」「 よ い」 と ア ン ケ

ート に回答し た利用者が８ 割いたこ と は想定以上だっ た。 一方で、 反対する 利用者も １ 割以上い

る こ と から 、 今後実施する 場合においても 、 事前周知やサイ レ ン ト ルーム の設置等を 配慮し てい

く 必要があ る 。 こ の他、 新たな利用者を 呼び込む周知方法や、 各館ご と に利用者層や施設の状況

を 踏ま えた見直し も 必要であ る 。  



資料３ 別紙



館　名 日　程 曜日 時間 場　　所 内　　容 備　　　考

1 中　央 7月20日 (日) 9:30～17:00

１階
①城北公園側書架ブース
②城北公園ブース
③児童コーナー
★玄関ホール

①10:00～10:25 弦楽アンサンブル「フォンターナオーケストラ
ダルキ」 による演奏　カノン（バッヘルベル）など
①15:00～15:20 中央ひびきの会による大人の朗読会
②9:30～16:00 城北公園de移動図書館
③10:30～11:00 おはなし会
  14:30～15:00
　終日　ぬりえであそぼう！
★10:30～ 日本茶インストラクターによる呈茶サービス(先着200
名分）

2 麻　機 7月20日 (日) 9:30～17:00
①図書館全体
②おはなしコーナー

①BGM（鳥のさえずり等）
②おはなし会（10:30～11:00・15:00～15:30）

3 美　和 7月20日 (日) 9:30～17:00 新刊・特集展示コーナー 10:30～「大人も絵本を楽しもう」　だれでも参加OK！おはなし会

4 御幸町 7月27日 (日) 9:30～17:00

①４階 児童コーナー
②４階 雑誌コーナー
③４階
④４階

① 10:30～「ぜったい笑っちゃうおはなし会」
② 14:00～「ピクチャーブックリーディング：ステップアップ」
③「御幸町図書館にま・た・き・て・ね！」キャンペーン開始
④ ＢＧＭ（ＣＤ）

・①②参加者にスタン
プ
　カード配布…③

※５階は通常どおり

5 藁　科 7月27日 (日) 9:30～17:00

①児童コーナー
②児童コーナー
③一般コーナー
④一般コーナー

①ロッシーと写真を撮ろう（日本平動物園からパネル借用）
②クラフトコーナー
③昭和の静岡市ニュース映像上映
④図書館ジュークボックス（好きなＣＤをかけられるコーナー）

6 西　奈 7月20日 (日) 9:30～17:00
①おはなしコーナー
②一般コーナー
③児童コーナー

①しずおかるた大会
②大人の朗読会
③宝の本探し

①、③は自作の景品を
用意する予定

7 北　部 7月27日 (日) 9:30～17:00 図書館エリア

「防災の工作」（どなたでも　申込なし　先着１０名 ）
（午前10:30開始・午後14：30開始　1回の時間　30分から40分程
度
　午前午後同じ内容）
・新聞紙でスリッパ作成・単３電池を単1、単２電池に変身させ
よう

イベントは児童コー
ナーで実施

8 南　部 8月7日 (木) 9:30～18:00
児童コーナー　　　　お
はなしコーナー

＊いずれも申込不要、先着30名、無料です＊
①10:00～10:30「赤ちゃん集まれ！おはなし会」＆「にゃん・
ぶー撮影会」
②11:00～11:30　大人も参加できる！「ぷらっとおはなし会」
③13:00～13:30、16:00～16:30
自分サイズで作る「新聞紙で防災スリッパを作ろう！」
④14:00～14:30 「しずおかし電子図書館」を使って「みんなde
音読タイム」(協力：南部ひびきの会）
⑤15:00～15:30「大人のための朗読会」（南部ひびきの会）
⑥17:00～17:45「図書館で夕涼み「ちょっぴりこわい⁉おばけの
絵本のえいが会」

一般コーナーは通常ど
おり
13:30～「南部木曜シネ
マ」も開催します

9 長田 8月7日 (木) 9:30～17:00
①おはなしコーナー
②開架
③閉架書庫

①10:00～16:00　毎正時のおはなし会開催
②オサモン関連イベント（書架に隠れたオサモンを探せ！等）
③長田図書館バックヤード探検ツアー

10 清水中央 7月20日 (日) 9:30～17:00
①３階　AVホール
②１階　児童コーナー
③３階～書庫

① 10:00～、14:00～　応援上映「おしりたんてい」
② 謎解きゲーム「きみはとしょかんたんてい！～としょかんで
なぞをとこう～」
③ 図書館ツアー「図書館探偵～ひみつ発見ツアー」

11 清水興津 7月27日 (日) 9:30～17:00

①おはなしのへや
②児童コーナー
③郷土資料コーナー
④おはなしのへや

① 10:30～「おはなし会」
② 11:30～、15:45～「シズラと記念写真」
③ 13:00～、15:00～「フィルムコートかけ体験」
④ 15:00～ 「朗読ライブ（大人向け）」
⑤ 東海幼稚園コラボ企画「すきなえほんをおしえて！」おえか
き展示会
⑥ 「おきみんからの挑戦状（こども向けなぞとき企画）」

⑤、⑥は、7/27～8/26

12 蒲　原 7月20日 (日) 9:30～17:00
①２階ホール
②学習室

①こども縁日：魚釣りゲーム・輪投げ・的あてなど。
②図書館サロン：各自飲食物を持ち込み飲食可。自由におしゃべ
り。

飲食は２階学習室のみ
視聴覚室を学習室とす
る

「ぷらっと図書館」各館イベント概要



資料４

①登録率の推移（ 平成21年度～令和6年度）

23.89%

27.46%

27.11%

26.43%

25.81%

25.25%

24.81%

24.15%

22.89%

22.42%

21.72%

20.71%

19.93%

19.18%

18.45%

19.55%

＊登録者は令和７ 年３ 月31日現在有効者

②年代別登録率（ 令和６ 年度）

年 齢 0~ 4 5~ 9 10~ 14 15~ 19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～79 80～ 合計

登録者 1,471 6,583 10,392 7,150 11,359 13,001 18,317 17,260 13,527 15,212 7,324 121,596

人 口 19,048 23,694 27,186 28,794 65,421 66,911 84,415 102,376 83,162 91,870 77,381 670,258

登録率 7.7% 27.8% 38.2% 24.8% 17.4% 19.4% 21.7% 16.9% 16.3% 16.6% 9.5% 18.1%

＊令和6年度の年齢別登録者は、 令和7年3月31日から 過去4年間に利用があった利用者数。 (更新は含ま ない)

＊人口は令和７ 年３ 月31日現在
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③館別登録者数／各館サービス エリ アの人口
H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 Ｒ １ Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６

中央 26.7% 30.5% 29.4% 27.8% 27.1% 26.3% 26.1% 25.6% 25.0% 25.2% 24.7% 23.1% 22.2% 21.8% 21.4% 22.7%

麻機 12.7% 16.3% 19.3% 21.5% 22.9% 23.8% 24.3% 24.2% 23.2% 21.6% 21.2% 20.4% 20.2% 19.6% 18.6% 19.1%

美和 4.0% 6.3% 8.2% 9.7% 10.6% 11.1% 11.3% 11.4% 11.1% 11.4% 10.9% 10.7% 10.5% 10.0% 9.9% 11.0%

御幸町 99.6% 110.4% 106.0% 97.2% 94.8% 90.4% 88.5% 86.0% 78.7% 76.7% 74.6% 71.1% 67.7% 65.0% 61.7% 67.7%

藁科 23.4% 26.5% 25.5% 24.2% 23.5% 23.5% 23.0% 22.5% 21.0% 20.2% 19.3% 18.2% 17.4% 16.4% 14.7% 15.8%

西奈 24.7% 28.1% 27.7% 26.3% 25.5% 24.9% 24.2% 23.4% 22.2% 21.6% 20.9% 19.9% 19.1% 18.2% 17.4% 18.1%

北部 28.7% 34.6% 35.8% 35.7% 35.3% 35.2% 34.1% 33.0% 31.7% 30.8% 29.7% 28.9% 27.7% 26.7% 25.9% 27.4%

南部 22.4% 25.7% 25.5% 24.4% 23.8% 23.3% 22.8% 22.1% 20.4% 19.7% 18.9% 18.1% 17.3% 16.6% 16.1% 16.9%

長 田 23.3% 26.8% 26.7% 25.8% 25.1% 24.5% 24.0% 23.4% 22.2% 21.5% 20.8% 19.8% 18.9% 17.9% 16.9% 17.8%

清水中央 16.2% 18.8% 18.2% 17.6% 17.0% 16.5% 16.3% 15.8% 15.1% 14.8% 14.3% 13.7% 13.2% 12.6% 12.2% 12.9%

清水興津 17.3% 20.4% 20.7% 21.0% 20.9% 20.7% 20.4% 19.8% 18.7% 18.2% 17.6% 16.6% 15.8% 15.0% 14.1% 14.6%

蒲原 16.5% 18.8% 21.2% 22.3% 20.6% 20.7% 20.7% 20.6% 19.9% 20.0% 19.4% 18.9% 18.1% 17.4% 16.7% 17.8%

サービス エリ ア人口 令和６ 年９ 月

合計 中央 麻機 美和 御幸町 藁科 西奈 北部 南部 長 田 清水中央 清水興津 蒲原

674,097 99,831 9,530 10,527 27,733 26,032 51,760 28,906 143,061 60,900 160,913 37,652 17,252
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館別登録者数／サービ ス エリ ア人口

中央 麻機 美和 御幸町 藁科 西奈 北部 南部 長 田 清水中央 清水興津 蒲原



図書館サービスビジョン 資料５
～図書館が一人ひとりの豊かな生活を実現する空間となるために～

１ 図書館を取り巻く状況

令和６年、新型コロナが５類に移行となり、市民生活は新型コロナ流行前に戻りつつあります。一方で、図書館の利用者は、以前の水準まで戻ってはいません。

コロナ禍を境に日常生活の中でDX化が進んだことや、生活様式が変わったことが理由として考えられます。

人口減少も進む中、現在の市民ニーズに合った図書館サービスを全12館で提供し利用者を獲得していくことが大切だと考え、下記のとおり取組を行っていきます。

☆知性、感性磨きに役立ち、人々が交流できる図書館

○様々な個性が育つよう自発的な学びをお手伝いします
・読書の効用を伝えます
・次世代を担う子どもたちが、体験格差が生じることなく自然に読書に親しみ
豊かな心と確かな知を育むことのできる機会と場を提供します

・地域の住民・ボランティア・他機関と連携し市民協働を推進します
○参加する喜びを提供し、活躍できる場所づくりをお手伝いします
・ターゲットを明確にしたサービスを充実させ本を通じた交流の機会を提供します

【課題１】従来型図書館の需要の低下

○利用者の減少
○図書館に求める機能の細分化・多角化
○施設の老朽化

【課題２】知識の消失と情報リテラシー格差

○地域資料の経年劣化
○不確実な情報の氾濫

■主な取組■

★人々の居心地の良い場所の提供
○ゾーニングの実施（時間的・空間的なゾーニング）
（新規）

○計画的な施設改修、修繕の実施（継続）

■主な取組■

★多種多様な資料の収集・提供
○デジタルアーカイブ化（新規）
○パスファインダーの作成（拡充）
○郷土に関する一次資料の収集（新規）
○レファレンス事例のデータベース化（新規）
○ 「図書館コンシェルジュ」を目指した職員研修
（拡充）

■主な取組■

★五感を刺激するイベントの実施
○一日図書館員（拡充）
○職場体験（継続）
○健康寿命を延ばす講座（拡充）
○体験格差の解消（拡充）
○各世代に向けたイベントの充実（継続）

■主な取組■

★読書バリアフリーの推進
○電子図書館（拡充）
○移動図書館（拡充）
○福祉サービス（拡充）
○出前講座（継続）
○多言語・やさしい日本語サービスの充実（拡充）
○やさしい日本語のブックスタート（新規）

【課題４】交流の機会の減少

○若者の読書離れ、スマホやゲーム依存
○学校他関係機関等との連携、更なる強化と
市民協働の必要性

○人と人とのつながりの希薄化
○リアルな体験の機会の減少

【課題３】サービス格差

○子ども、高齢者、障がい者、外国人等への
配慮

○図書館から離れた地域へのサービス不足

２ 課題解決に向けた考え方・方向性 ３ 今後の主な取組

☆サードプレイスとしての図書館

○多様なニーズに応えられる場所を提供します
・様々な過ごし方ができる図書館を目指します
○快適な空間を提供します
・快適な空間をつくりだすために、施設の維持管理に努めます

☆知識の拠点としての図書館

○静岡の資料を後世に残します
・地域資料をデジタルアーカイブ化し、後世に継承するとともに、広く公開して
誰でもどこからでもアクセス可能にします

○ 「知りたい・学びたい」という要望に応えます
・職員の専門能力の向上に努めます
・根拠ある正しい情報を提供します

☆あらゆる人びとの暮らしや生きがいに寄り添う図書館

○誰もが図書館サービスを受けられるようにします
・効果的な図書館のサービス網を作ります
・年齢や性別、国籍、障がいの有無などに関わらず、すべての人に応じたサービス
に努めます


